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南海トラフ巨大地震想定
� 内閣府の資料より抜粋

� あらゆる可能性を考慮した最大クラスの巨大な地震・津波
を検討＝科学的知見に基づき、南海トラフの巨大地震対
策を検討する際に想定した最大クラスの地震・津波

� 次に必ず発生するというものではなく、現在の知見では発
生確率を想定することは困難であるが、その発生頻度は
極めて低い＝現在の科学的知見の下で、今回推計し設定
する最大クラスの地震・津波の発生確率、そしてその発生
時期の予測をすることは不可能に近い



静岡県第四次地震被害想定
� 南海トラフ巨大地震の被害想定（内閣府）を受けて県が
作成

� レベル１の地震・津波

� 発生頻度が比較的高く（駿河・南海トラフでは約100～150年に1 
回）、発生すれば大きな被害をもたらす地震・津波

� レベル２の地震・津波

� 発生頻度は極めて低いが、発生すれば甚大な被害をもたらす、

あらゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波



レベル１の津波

レベルレベルレベルレベル１１１１のののの地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波

発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度がががが比較的高比較的高比較的高比較的高くくくく（（（（駿河駿河駿河駿河・・・・南南南南

海海海海トラフトラフトラフトラフではではではでは約約約約100100100100～～～～150150150150年年年年にににに1 1 1 1 回回回回）、）、）、）、

発生発生発生発生すればすればすればすれば大大大大きなきなきなきな被害被害被害被害をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす

地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波



レベル２の津波

レベルレベルレベルレベル２２２２のののの地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波

発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度はははは極極極極めてめてめてめて低低低低いがいがいがいが、、、、発生発生発生発生

すればすればすればすれば甚大甚大甚大甚大なななな被害被害被害被害をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす、、、、あらあらあらあら

ゆるゆるゆるゆる可能性可能性可能性可能性をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした最大最大最大最大クラスクラスクラスクラスのののの

地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波 ☞☞☞☞



避難計画（レベル２）コンセプト①

旧計画旧計画旧計画旧計画 新計画新計画新計画新計画

計
画
範
囲

安政東海地震（１８５４年）時の推定
浸水範囲

静岡県第四次地震被害想定のレ
ベル２浸水想定範囲

遠州灘海岸沿い及び浜名湖岸内

一帯を含む広い範囲を計画範囲と
する

白須賀地区と新居地区の遠州灘寄

りで概ね東海道新幹線路よりも南側
を計画範囲とする

避
難
行
動
基
準

地震発生から４分後に避難開始 地震発生から５分後に避難開始

避難速度は１．００ｍ/秒 避難速度は０．６２ｍ/秒

津波到達までに概ね９6０ｍの避難 津波到達までに概ね７７０ｍの避難



避難計画（レベル２）コンセプト②

旧計画旧計画旧計画旧計画 新計画新計画新計画新計画

避
難
範
囲
コ
ン
セ
プ
ト

半径９００ｍ以内の避難場所に避難
する

概ね７７０ｍの実歩行距離で避難範
囲を計測

避難は高台へ

時間内に高台へ避難できない地域
は津波避難施設を目指す

津波避難施設は、たくさんの人を収

容できる施設を目標とし、そこまで時

間内に避難できない人は近くの小さ
な津波避難施設を目指す



避難範囲の検証

高台

高台まで時間内に
避難できる範囲（緑）

収容人数の多い
津波避難施設

高台まで時間内に避難できない

が、収容人数の多い避難施設
に避難できる範囲（黄）



避難可能範囲図
� 各高台や収容人数の多い津波
避難施設ごとに、その地点まで
の避難が可能な範囲を示した。

� 高台など上がる地点が複数あ
る場合は、その地点ごとに作成

� 地区ごとに特定の避難経路で
特定の避難場所へ避難すると
いうコンセプトではなく、範囲図
を見比べて、また実際に歩いて
自分で考えて避難経路を作る
というコンセプト



自分で作る避難経路
� 自分で街歩きをして避難路を作るための参考として・・・
� ハザードマップ
� レベル２の想定浸水深をカラーで色別表示

� 避難場所やＡＥＤの設置箇所も図示

� 市内を５地区にわけて作成。裏面には市内全域が印刷されている

� ハザードマーカー
� 路面に埋め込む想定浸水深を表すマーカー

� ハザードマップの想定浸水深に対応した同じ色が配色されている

� 市内１８２箇所に設置

� 大きさ：直径１１．６㎝ セラミック製

� 津波避難路 路面標示シート
� 路面に張り付けてある高台や津波避難施設への入口方向を矢印で示
すシート

� 蓄光素材なので停電直後でも視認性が高い

� 市内５９箇所に設置

� 大きさ：縦７０㎝×横５０㎝



今後の施策
� 津波避難施設空白域の解消

� 津波避難施設空白域＝時間内に高台や収容人数の多い
津波避難施設に避難することができない区域

� 表浜沿いの新居地区の一部地域が該当
� 西浜名自治会（松山町内会） 橋本自治会（高師山町内会/若磯

町内会/日ヶ崎町内会） 住吉自治会（住吉西町内会/住吉東町
内会）

� 地元自治会・町内会・自主防災会の協力のもと、マウント
（命山）、津波避難タワーの設置候補地を選定し、設置を
検討する。

� ３月１８日に該当地区の自治会・町内会・自主防災会長へ説明を
行い、協力依頼済


